
茨木市立 三島小学校 茨木っ子グローイングアップ計画 

                                       平成３０年１０月作成 

  ３年間の計画          
 

平成３０年１０月作成 

 目標 平成２９年度(２０１７年度) 平成３０年度(２０１８年度) 平成３１年度(２０１９年度) 

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
保
幼
小
中
連
携 

保幼小中で十

八歳時点での

めざす子ども

像を共通理解

し、子どもの発

達課題に合わ

せた実践を行

う。 

保幼小中合同授業研（庄栄小） 

・それぞれの発達段階の理解 

・授業研、公開保育などへの参加 

・行事交流、授業参観 

・部活動体験 ・体験授業 

・授業スタンダードの交流 

・中学校区保幼小中連携カリキュ

ラムの活用 ・給食交流会  

・中学校教員による出前授業  

・小中交流会 

保幼小中合同授業研 

（三島小） 

学力保障につながる授業作り 

平成２９年度の取り組みの継

続・見直し 

 
 
 
 

保幼小中合同授業研（三島中） 

学力保障につながる授業作りの

検証・改善 

平成３０年度の取り組みの継

続・見直し 

中学校区保幼小中連携カリキュ

ラムの見直し 

 

確
か
な
学
力
の
育
成 

わかるって楽

しい 
学ぶって 
すばらしい 
伝え合う 
聴き合う 
分かり合う授

業づくり 

・授業づくり 
・学習集団づくり 
・学習規律づくり 
・家庭学習支援・家庭との連携 
・ぐんぐんタイムの実施（国語の
基礎学力向上、児童の実態把握） 
・放課後算数教室の実施 
・学びんぐクラブの実施 
・家庭学習・生活がんばり週間 
・校内算数診断テスト 

平成 29 年度の内容の成果課題の
分析・改善 
・授業づくり 
・学習集団づくり 
・学習規律づくり 
・家庭学習支援・家庭との連携 
・ぐんぐんタイムの実施（国語の
基礎学力向上、児童の実態把握） 
・放課後算数教室の実施 
・学びんぐクラブの実施 
・家庭学習・生活がんばり週間 
・校内算数診断テスト 

平成 30 年度の内容の成果課題の
分析・改善 
・授業づくり 
・学習集団づくり 
・学習規律づくり 
・家庭学習支援・家庭との連携 
・ぐんぐんタイムの実施（国語の
基礎学力向上、児童の実態把握） 
・放課後算数教室の実施 
・学びんぐクラブの実施 
・家庭学習・生活がんばり週間 
・校内算数診断テスト 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む 

互いに支え合

い、認め合うな

かま 

・自分を表現し、自分や仲間を 
大切にできる集団の育成（人間関
係・集団づくり） 
・地域・人権・部落問題学習 
・支援教育・障がい児理解教育 
・男女共生教育の推進 
・食育 
・性に関する指導 
・ええなあ三島 
・平和学習 
・ボランティア体験 
・あいさつ運動 
・支援学校との交流 
・「ザ・集団」 

平成 29 年度の内容の成果課題の
分析・改善 
 
・地域・人権・部落問題学習 
・支援教育・障がい児理解教育 
・男女共生教育の推進 
・食育 
・性に関する指導 
・ええなあ三島 
・平和学習 
・ボランティア体験 
・あいさつ運動 
・支援学校との交流 
・「ザ・集団」 

平成３０年度の内容の成果課題
の分析・改善 
 
・地域・人権・部落問題学習 
・支援教育・障がい児理解教育 
・男女共生教育の推進 
・食育 
・性に関する指導 
・ええなあ三島 
・平和学習 
・ボランティア体験 
・あいさつ運動 
・支援学校との交流 
・「ザ・集団」 

健
康
・体
力
の
増
進 

運動好き・体育

好きの児童を

増やすととも

に、多様な動き

を経験させな

がら、子どもの

体力向上を図

る。 
 

・体育科での茨木っ子運動の

実施 
・生活習慣アンケートの実施

とそれに伴う生活習慣の改

善 
・年間カリキュラムと年間計

画の実施と改善 
・体力テストの分析と考察 
・体育用具・設備の充実 
・校内マラソンの実施 
・体育カードの使用 

・体育科での茨木っ子運動の実施 
・生活習慣アンケートの実施とそ

れに伴う生活習慣の改善 
・年間カリキュラムと年間計画の

実施と改善 
・体力テストの分析と考察 
・体育用具・設備の充実 
・校内マラソンの実施 
・体育カードの使用 
・各領域の各学年の達成目標を提

示・実践・改善 
・授業内での運動量を増やす 
・教員向けの研修の実施 
・小中連携 

・体育科での茨木っ子運動の実施 
・生活習慣アンケートの実施とそ
れに伴う生活習慣の改善 
・年間カリキュラムと年間計画の
実施と改善 
・体力テストの分析と考察 
・体育用具・設備の充実 
・校内マラソンの実施 
・体育カードの使用 
・各領域の各学年の達成目標の提
示・実践・改善 
・多様な動きを取り入れた運動を
増やす 
・教員向けの研修の実施 
・小中連携 
・短時間運動の積極的な実施 

支 援 教 育 の 充 実 

１ 



  今年度の結果と取組みについて          
 
 
 

○●国語●○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

国語Ａ 

（領域ごと） 

① 話すこと・聞くこと 

概ね良好な結果でした。 
 
② 書くこと 

概ね良好な結果でした。 
 
③ 読むこと 

概ね良好な結果でした。 
 
④ 言語事項 

概ね良好な結果でした。 
 
（問題形式） 

① 選択式 

概ね良好な結果でした。 
 
② 短答式 

課題が残る結果でした。 
 
 

 
 
（無解答率） 

   概ね良好な結果でした。 
 
（その他） 

もっとも正答率が高かったのは、設問８の漢字を読
む問題でした。 
もっとも正答率が低かったのは、設問５の主語と述
語との関係などに注意して文を正しく書く問題でし
た。 
無解答率は、全体的に低い傾向でした。 
もっとも無解答率が高い設問は、設問５の主語と述
語との関係などに注意して文を正しく書く問題でし
た。 
 

（１）全国学力・学習状況調査 

国語Ｂ 

（領域ごと） 

① 話すこと・聞くこと 

概ね良好な結果でした。 
 
② 書くこと 

やや課題が残る結果でした。 
 
③ 読むこと 

概ね良好な結果でした。 
 
 

    
 
（問題形式） 

① 選択式 

概ね良好な結果でした。 
 
② 記述式 

やや課題が残る結果でした。 
 
 

 
 
（無解答率） 

   概ね良好な結果でした。 
 
（その他） 

もっとも正答率が高かったのは、設問１の話し合い
の参加者として、質問の意図を捉える問題でした。 
もっとも正答率が低かったのは、設問２の目的や意
図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書く問題
でした。 
無解答率は、全体的に低い傾向でした。 
もっとも無解答率が高い設問は、設問３の目的に応
じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明
確にしながら読む問題でした。 
 

分析 

○漢字がよく出来ており、授業やモジュール、家庭学習、ぐんぐんタイムでの成果が表れている。また、

会話文や話し合いの様子を表した問題も比較的よく出来ており、日頃の話し合い・聴き合いの取組みが「話

す力」「聞く力」に繋がっていると思われる。 

〇全体的に、何が問われているのか題意が読み取りにくい問題や、問題文の量が多く最後までじっくり読

まないと解けないような問題を苦手としている傾向がある。「読み取る力」「忍耐強く文章を読みぬく力」

をつけるために、読書習慣の定着にむけての取組みなど今後も続けていく必要がある。 

〇短答式、記述式ともに課題が残る結果となっており、それらの無解答率も高いことから「書くこと」を

苦手としている児童が多いことが伺える。主語と述語の不一致は、日常会話や日記などの文章でも見られ

るため、普段から「文章の意味が通るか」「読み手に分かりやすい文章となっているか」を見直したり校正したり

することが大切であると感じる。総じて、今後、国語科のみに関わらず長期的に「書く力」の積み上げを意識し

た取組みを続けていく必要があると考える。 
 

２ 



○●算数●○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

算数Ａ 

（領域ごと） 

①数と計算 

     大変良好な結果でした。 
 

②量と測定 

     概ね良好な結果でした。 
 

③図形 

     良好な結果でした。 
 

④数量関係 

     良好な結果でした。 
 
（問題形式） 

 ①選択式 

     良好な結果でした。 
 
 ②短答式 

     良好な結果でした。 
 
       
 
（無解答率） 

     概ね良好な結果でした。 
 
（その他） 

   もっとも正答率が高かったのは、設問 □5 （１）の、１８０°

の角の大きさを理解しているかを問う問題でした。 

   もっとも正答率が低かったのは、設問 □4 （２）の、単位量

あたりの大きさを求める除法の式と商の意味を答える問題で

した。 

   無解答率がもっとも高かったのは設問 □9 の折れ線グラ

フから変化の特徴を読み取る問題でした。 

無解答率は、全体的に低い傾向でした。 

  

 

算数Ｂ 

（領域ごと） 

①数と計算 

    良好な結果でした。 
 

②量と測定 

    概ね良好な結果でした。 
 

③図形 

    概ね良好な結果でした。 
 

④数量関係 

    概ね良好な結果でした。 
 
（問題形式） 

 ①選択式 

    概ね良好な結果でした。 
 
 ②短答式 

    良好な結果でした。 
 
 ③記述式 

    概ね良好な結果でした。 
 
（無解答率） 

    概ね良好な結果でした。 
 
（その他） 

   もっとも正答率が高かったのは、設問 □2 （１）の、示さ

れた情報を解釈し、条件に合う時間を求める問題でした。 

   もっとも正答率が低かったのは、設問 □3 （１）の、メモ

の情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していること

を解釈し、それを記述する問題と、設問 □3 （２）の棒グラフ

と帯グラフから読み取ることができることを、適切に判断す

る問題でした。 

   無解答率がもっとも高かったのは、設問 □3 （１）の、メ

モの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目している

ことを解釈し、それを記述する問題でした。 

    

 

 

分析 

〇正答率はＡ問題Ｂ問題ともに、全国と比較して上回っている状況が続いている。無解答率は算数Aにお

いては全国より下回っている。算数Bにおいてはほぼ全国並みであった。結果からは、基礎的・基本的な

問題の理解ができていることがわかり、本校の学力保障の取組みの成果と考えられる。また、普段の授業

から取り組んでいる、問題に対して自分の考えを表現するという、問題解決型（児童が主体的に課題を見

つけ、解決していく）の学習の成果が表れていると考えることができる。あわせて、記述式でも全国と比

して、解答できている児童が多いことも、最後まであきらめず自分なりに課題に取り組むという学習の中

で、自らの考えを表現する経験を積み重ねてきた結果と考えることができる。 

また、単元ごとの課題内容の工夫や、単元末の演習問題（プリントゲットラリー）、日々の宿題内容の精

査等も児童の問題解決意欲を引き出す効果に繋がっていると思われる。 

〇一方で、問題の全体を把握したり、問題文の中から必要な情報を取り出したりすることが課題としてあ

げられる。何について問われているのかを整理する「問題をつかむ力」を育てていくことが、今後も必要

であると言える。 

 



○●理科●○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（領域ごと） 

①物質          概ね良好な結果でした。 
 
 
②エネルギー        概ね良好な結果でした。 
 
 
③生命          概ね良好な結果でした。 
 
 
④地球          概ね良好な結果でした。 

 

    

 
 
（問題形式） 

 ①選択式         概ね良好な結果でした。 
 
 
 ②短答式         概ね良好な結果でした。 
 
 
 ③記述式         概ね良好な結果でした。 

 

 
 
（無解答率）        概ね良好な結果でした。 
 
 

 

（その他） 

 最も正答率が高かったのは、設問 □4 （2）の海水と水道水を区別するために，２つの異なる実験方法
から得られた結果を基に判断した内容を選ぶ問題でした。 
 最も正答率が低かったのは、設問 □2 （3）の一度に流す水の量と棒の様子との関係から，大雨が降っ
て流れる水の量が増えたときの地面の削られ方を選び，選んだわけを書く問題でした。 
 無解答率が最も高かったのは設問 □4 （4）の食塩水を熱したときの食塩の蒸発について，実験を通し
て導きだす結論を書く問題でした。 
 

 

分析 

〇全体的に全国よりも下回っていた。また、無解答率は上回る結果になっており、課題の残る結果であっ

た。各区分では、生命に関する問題は比較的良好な結果であったが、一方で地球に関する問題は課題が見

える結果であった。問題形式ではとくに記述式の設問を苦手としており、知識を求められるような形で表

現することが苦手な児童が多かった。 

〇各学年の学習内容のつながりが弱いことが読み取れる。３～６年生までの学習を体系的に学べるような

課題設定や授業づくりを目指す必要がある。 

〇実験操作の有無が基礎知識の定着に大きくかかわっていると考え、実験方法や器具の使い方をていねい

に体験、学習できる時間を確保していくことが大切だと考えられる。また、実験が結果のみの記憶でとど

まっており、考察まで至っていない児童が多いので、授業において結果をもとに何が分かるのかまとめた

り、交流を深めたりすることが大切になる。児童自身が自ら何のための実験なのかを理解したうえで実験

にのぞめるように取り組んでいく必要がある。 

  



○●経年比較●○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○●取組み●○ 
 

全体的な傾向についての分析 

〇平均正答率は依然として全国を上回っており、こ

れまでの取組みが、児童の力に繋がっていると思

われる。 

〇ここ数年全国を下回っていた平均無解答率だが、

今年度は上回る結果となった。あきらめずに問題に

取り組む姿勢を伸ばしていく必要がある。また、複

雑な問題を読み解く力を養うような取り組みを行うな

ど、無解答率の改善を目指したい。 

   

学力高位層は全国結果を上回り、学力低位層及

びエンパワー層は全国結果を下回っていることか

ら、概ね良好な結果が得られた。 

 次第に各層ともに全国結果に近づいている傾向で

あり、低位層、エンパワー層の子どもたちを中心に

据え、全体の学力向上に引き続き取り組んでいく。 

 

 

 

 

三島小学校では、『わかるって楽しい 学ぶってすばらしい [伝え合う 聴きあう 分かりあう授業づくり] 』をテーマに、

どの子にも確かな学力をつけるため、一人ひとりの子どもの立場に立って状況を把握し、適切な指導や支援を以下のよう

な取り組みを通して継続的に行っている。 

●ぐんぐんタイム   …毎週水曜日の朝の学習で、国語のプリントを行い、ことばについての学習を深めるとともに、 

生活の中から題材を決め、ミニ作文を書く活動を行う。 

●放課後算数教室  …学期に 1 回、全職員が関わり、放課後の補充的な個別支援学習を行うことにより、基礎基本 

                の定着をはかる。 

●学びんぐ教室    …３，４，５，６年生の学年で、学年ごとに曜日を決め、学習支援アドバイザーなども関わり、 

放課後に集まって宿題や算数のプリント学習を行う。年間を通して、自主学習や家庭学習の 

習慣化、日頃の学習の復習と定着をはかる。 

●家庭学習・生活   …年間2 回、家庭と学校が連携し、子どもたちの「家庭学習」と「基本的な生活習慣」の定着を        

     がんばり週間      めざして二週間行う。 

●校内算数診断テスト…学期末に校内独自で行っている。一年間まとめのテストの結果や児童の実態を元に、次年 

                度の重点領域・単元を決め、T.T（チームティーチング）や少人数など、授業方法の形態や 

内容を検討し、授業改善を行う。 

子どもたちが安心して学べる学校環境づくりとして、すべての子どもが一人ひとりのよさや能力を最大限にのばし、安心

して学習していくために、ふだんの授業において子どもたちの学習規律を確立していくことを大切にしている。また、ペア・

グループ学習・全体交流などの学習形態を効果的に取り入れ、互いを認め、高め合いながら、共に学ぶ学習集団の育成

をめざしている。また教室の掲示物やさまざまな学校生活上のルールを全校で統一し、どの学年・どの学級でも共通の学

習環境を整備している。 

今後の取り組みとしては、話し合いの機会をより多くとり、どの児童も意見の要旨をまとめる経験を積み重ねることで、

考えの中心となることを捉える力、複数の立場や見解を分類・整理する力をつけたい。また、自分の立場を明確にして質

問や意見を述べることや、例や話型、図やふきだしの活用を通して、自分の考えや意見を整理し、発表につなげる力を育

成したい。書くことについては、文や文章のいろいろな構成についての理解を深め、それを活用した文章を書くことができ

る力をつけ、わかったことや疑問に思ったことを整理し、テーマと関連付けながらまとめる作文力をつけていく。そのため、

日常生活に目を向けさせた作文を書くことや、１００字程度の学習のまとめを書いたり、自分の考えや意見をアピール文と

してまとめたりするなどして、文を書く機会を増やし、また文章を読み合い聴き合う活動を通して、書くことへの興味関心を

高めていく。読むことについては、読書月間などの取組みを生かし、日常の読書習慣の定着につなげ、様々なジャンルの

本に親しめるようにする。また、子どもたちがより興味ある本を選べるよう、選書の仕方についても検討を行う。 

算数については、日常の事象を数理的に捉える視点を持つために、特に低学年では具体物を扱った算数的活動を充実

させる。また、情報を整理し、筋道を立てて考え説明するといった問題解決の力をつけるために、学年に応じた説明活動

や記述活動に取組み、算数科としての言語活動の充実も図る。そして、視覚的支援の活用や、実験などの活動を取り入れ

ることで、問題に対し具体的なイメージを持ち、数直線や図などを使って分かりやすく表現する力をつける。これらの力を

元に、既習事項を生かして問題解決に取り組み、自分の考えをノートにまとめる力につなげる。 

 



○●子どもたちに育みたい力●○ 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

取組み 

・日常の生活や学習場面すべてを通じて、一人ひとりの持ち味を認め合い大切にできる集団づくりに取り組んで

いる。また、決まりやいじめに対しての意識を高め、子ども同士の発信から考える機会を今後も大切にもつ。 

・作文や読書といった国語的な活動が日常生活に密着するような働きかけ（年３回の読書の取組みや、年間行事

を通して行う作文など）を今後も続け、将来の生き方を豊かにするための指導を行う。 

・なかよし学年などでの異学年交流（全校クリーン作戦や児童会主催のなかよし学年交流会など）を通して、友だ

ちや他者を思いやる気持ちや自己肯定感を育めるようにする。 

・子どもたち一人ひとりが、自分、友だち、身の回りを見つめ直し、綴ったり語り合ったりする場を持ち、豊かなつ

ながり力を育んでいけるように、全校一斉人権学習（平和学習ピースアクション・ええなあ三島・人権参観講演会）

に継続して取り組んでいく。 

・子どもたちの家庭学習と基本的な生活習慣の定着を目指し、家庭と連携し「家庭学習生活がんばり週間」に取り

組んでいく。取組みを通して自分の生活をふり返り、改善していくきっかけにしていく。 

・地域の方々にさまざまな場面で学校支援活動に参加協力をしていただいている。今後も子どもたちが地域の人

から学び感謝する機会を多く取ることで、つながりを深める。 

・生活科や人権総合学習において、各学年で地域の方々とのよい出会いを積み上げ、自分たちの地域のよさを

感じられるようにする。また地域学習を通して自分の将来の生き方や考え方につなげていく。 

 

分析 

〇目標値と比較してみると、自分力、元気力ともに目標値を上回っていることが分かる。しかしながら、８項目を全

国平均と比較してみると、元気力の「朝食を毎日とる」以外のすべての項目について全国平均値を下回る結果と

なった。とくに将来の夢をもちにくい児童が多くみられた。 

〇元気力の「朝食を毎日とる」項目が良かった理由として、春と秋に実施している「家庭学習・生活がんばり週間」

によって生活習慣を見直す機会を作ることが効果を上げていると考えられる。しかし、本校で独自に実施している

生活アンケートでも、テレビ・ゲームの時間が多く睡眠時間が少ないことが課題に挙がっており、テレビ・ゲームと

の付き合い方、規則正しい生活習慣について、継続してよびかけていく必要がある。 

〇「将来の夢や目標を持つ」ことや、「自分にはよいところがある」、「役に立つ人間になりたい」などの項目につい

ての値の低さは、自信のなさや自尊感情が低いことの表れとも取れる結果になっている。 

5 つの力 全国平均との比較 ５つの力 目標値との比較 
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男子（小５） 女子（小５） 

 

（２）全国体力・運動能力、生活習慣調査 

取組み 

・体育行事（年間２回の短距離走の計測、冬の長休時に全校で取り組むなわとび、校内のマラソン）を、子どもたちに意義深い

ものになるようにしながら、継続していく。特に、マラソンについては、児童が達成感を得られるようにしていく。 

・各学年の体育の実践交流をもとに、各学年の年間計画やカリキュラム（６年間をみすえた系統的な授業内容）を見直している。

子どもたちが年間を通して、様々な運動を体験ができるようにし、運動につながりが生まれるようにする。また各領域の各学年

の達成目標を設定し実践していくことで、子どもの運動技能の底上げを図る。 

・校内に他校や他市の実践の紹介を随時行っている。 

・さまざまな運動が取り入れられている茨木っ子運動を、どの学年も授業のはじめに行っている。また、領域に応じて、短時間

運動プログラムを実践することにより、子どもの体力や運動技能の向上を図っている。 

・授業内で体育カードなど、記録が形として残ったり、休み時間等にも使えるようなものを使用することで、体育以外の時間で

も子どもたちの意欲を高めていく。 

・子どもたちが、さまざまな運動を経験できるように、体育用具をそろえたり、休み時間の外遊びが充実するよう、体育用具を

子どもたちが使いやすいようにしたりと、環境の整備をしている。教員への用具の使い方講習も行っていく。 

・体育委員を中心に休み時間のみんな遊びを行っている。 

・学校だけの取組みだけでなく、家庭と連携することで、運動への意識が高まると考えられるので、がんばり週間を通して家庭

にも子どもの運動に意識を向けていくようはたらきかける。 

分析 

・男女共に、反復横跳びが昨年度の数値を大きく上回っている。これは、体育館のワックスがけや、体育館シューズ使用の徹底

等により、運動を行う環境が改善されたことで、記録の向上につながったと考えられる。 

・男女ともに 20ｍシャトルランが全国平均を大きく下回っている。20ｍシャトルランに関しては、体力の限界を知らず走り切れ

ていないことや、日々の運動が不足していることが原因ではないかと考えられる。本校では、休み時間に外遊びよりも室内で遊

ぶ児童が少なくないことも一因であると考えられる。 

・男子の長座体前屈・女子のソフトボール投げも大きく全国平均を下回っている。柔軟運動については、体育の準備運動等で取

り入れていく必要がある。ソフトボール投げについては、引き続きボールに触れる機会をつくり、ボールの投げ方を指導し、全

体として底上げを図る必要がある。 

・上体起こしの数値が低いことが、運動全体に影響していると考えられる。体育の運動では、茨木っ子運動を行っているが、今

後も持続的に体幹を鍛えることが必要であると考えられる。 


